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令和元年度第１３回合志市教育委員会会議録（１月定例会）

１ 会議期日  令和２年１月３１日（金）

２ 開議時刻  午前９時４３分

３ 会議場所  合志庁舎 ２階 庁議室

４ 出席委員  委員 池頭俊  委員 坂本夏実  委員 塚本小百合

５ 欠席委員  委員 村上貴寛  

６ 職務のために出席した者

教育長     中島栄治

        教育部長    鍬野文昭

        学校教育課   松岡隆恭教育審議員

澤田みほ指導主事

角田賢治指導主事

右田純司課長

竹田直広総務施設班長

                齋藤正典総務施設班主幹

        生涯学習課   栗木清智課長

人権啓発教育課 飯開輝久雄課長

○中島栄治教育長

それでは、令和元年度第１３回教育委員会議を始めたいと思います。

開会に先立ちまして会議録の署名ですが、村上委員がいらっしゃっていないので坂

本委員と池頭委員になりますがよろしいでしょうか。では、よろしくお願いいたしま

す。

前回の会議録の承認からしていきたいと思いますが、何か御意見等ありませんでし

ょうか。では、承認していただいたということで進めさせていただきます。

それでは、１ページを開いていただきまして、教育長の報告をいたします。

１２月２７日 文教経済委員へ説明。

１月 ６日 仕事始め式。庁議。政策推進本部会議。

１月 ７日 教育支援会議。

１月 ８日 管内教育長会議。

１月１０日 法務省から吉野企画官来庁。部落解放同盟の旗開き。

１月１１日 合志市民健康カントリーマラソン。合生地区どんどや。

１月１２日 合志市消防署出初式。合志市成人式。

１月１６日 市校長会議。庁議と政策推進本部会議。

１月１８日 北辰会。

１月２０日 議会全員協議会。熊本県市町村教育委員大会

１月２１日 異動ヒアリング。
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１月２２日 教育論文の審査。

１月２３日と２４日 県市町村同和教育連絡協議会先進地視察研修。

１月２５日 熊本県剣道連盟祝賀会。

１月２６日 気づきうなずきフェスティバル。合志市バンドフェスティバル。

１月２７日 文化芸術自主事業実行委員会。

１月３１日 教育委員会議。恵楓園訪問予定。

はい、それでは、報告のほうに移らせてください。

○池頭俊教育委員

今の話で一つだけいいですか。

新型肺炎の部分でのアルコール消毒という取り組みもあるんでしょうけど、学校は

アルコール消毒を徹底するというようなことはしないんですか。

○松岡隆恭教育審議員

学校はもともとインフルエンザの季節に入っていますので、アルコールを常設し

て、マスクを励行するというところは既に進めているところです。

○池頭俊教育委員

いや、だからそのアルコール消毒を、例えば、各教室に置いているという取り組み

をしているんでしょうか。それとも、そこはただ手洗いだけの部分で終わっているの

かというところを聞きたい。

○松岡隆恭教育審議員

学校の全部の確認調査はしておりませんので、今、両方混在していると思います。

そこについては確認していきたいと思います。

○池頭俊教育委員

確かにインフルエンザのアルコール消毒の名前は忘れましたが、少し値段が高いで

すよね、それを全部配置して消毒を行った学校というのは、非常にインフルエンザの

発症が少なかったんです。今回、このことを打ち出して、もっと学校の中でも徹底し

ようという、インフルエンザと新型肺炎の部分をあわせてやろうというんだったら、

いい機会だから、受験もあるし、今後のこともあるということも全部諸々含めるなら

ば、お金がかなりかかるからどう動くかわかりませんけど、アルコール消毒をきちん

とさせるというのをもう一回徹底させてみるとどうなんだろうと思いますけど、検討

していただくとありがたいと思います。

○松岡隆恭教育審議員

はい、ありがとうございます。



- 3 -

○中島栄治教育長

それはぜひ学校のほうに周知をお願いしたいと思います。

それでは、教育長会議の報告をしたいと思います。

最初に、これは１月８日に会議がありましたけども、所長のほうから御挨拶があっ

たのは、本年度の重点取り組みについてということで、安全で安心な学校づくり、こ

れは、学校安全・安心推進課というのが新設されて、特にいじめとかそういったこと

に関して、不登校に関してはしっかり県も取り組んでいますという話です。これに関

連したのが、ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）、それから、スクールカウンセ

ラーの増を本年度はさらに要望しているということでお話がありました。これは来年

に向けての動向です。

そして、学力向上については、「熊本の学び推進プラン」というのが２月に最終的

に策定して、この中では５者連携が一つのキーワードになっているということです。

５者と言いますのは、子どもたちと保護者と学校と地域と、もう一つ、教育行政とい

う意味合いが入りました。ですから、その５者連携というような方向での位置づけに

今後はなされていくと思います。

それから、英語教育日本一ということで、来年度も外部検定試験受験料支援はした

いと。国と県が３分の１ずつです。ですから合志市のほうが３分の１をして、中３の

子どもたちに限り、受験料無料にしていたんですけども、本年度の合志中が受験を徹

底できませんでした。６０％ぐらいの受験率になってしまったので、次年度に関して

は、全部本市では教育課程の中で実施をするということで１００％の受験を来年度検

討したいと私のほうでは考えております。

続いて、教育の情報化ということで、国の動向が児童・生徒の端末が１人１台にな

りました。今非常に地域格差があるのでこれを解消していきますということで、ぜひ

それは働き方改革にもつなげてほしいということでした。本市のほうでは、先ほど言

いましたとおり、今、齋藤君が頑張っていますので、だいぶ以前の計画とは変わって

きたということです。

そして、本市ではなかなか考えにくいんですが、高校のあり方ということで、他の

郡部では、子どもたちの状況が減りまして、歴代、どこの県立高校もその存続につい

て、しっかり今後検討されるということです。

さらに続いて、人事異動についてお話がありましたけども、前回、お話していたん

ですけども、今年度末で、菊池管内の校長が１７人、教頭が７人、退職です。それか

ら、令和２年度末は、菊池管内の校長が１４人、教頭が１人退職になります。この校

長の１４人のうちの７人が本市です。今年度末の異動の予想では、校長先生たちの出

入りが１７人、教頭先生たちに関しては２９人が出ることになりまして、２５人が入

ってくるというような予定になっているそうです。

こういったことも各学校の活性化につなげてほしいという話でした。

それから、不祥事防止について、冬季休業中の事故事件というのはなかったんです

が、報連相の徹底を図ってほしいと。これは第一報の３０分ルールということをもう
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一度確認したいというお話があって、事件発生から３０分以内で緊急案件というの

は、事務所まであげてほしいと。これは本市のほうでも、教育委員会のほうにも、起

こってすぐに第一報を入れてほしいということでは徹底したいと思っています。

管理関係のところでは、教育上の諸問題については、継続して繰り返し指導という

のは、不祥事防止が一番ですけど、それについてお話があって、人事異動について

は、管外転出が７５名、うち再配が５２名、それくらいの職員をうちのほうで、菊池

管内で引き受けていると。退職は３１名です。

再配置者というのが、今度は４９名いらっしゃったんですけども、ここら辺の異動

も考えていかなければいけないと。ミドルリーダー不足ということがやはり現実にあ

りますので、学校のほうでは、委員会のほうでもそういった先生方を育てるのを校長

先生と協力してやってほしいというお話でした。

それから、希望降任について、今のところ本市ではだれもありません。

それから、特別支援学級の新増設ですけど、後日連絡がありまして、本市のほうで

は認められなかったのが１つ東小学校の難聴だったかな。

○松岡隆恭教育審議員

はい、西合志東小学校の難聴が認められなかったです。

○中島栄治教育長

設置希望をしましたけど認められなかったということがあります。

○池頭俊教育委員

今までのことで一つ聞いていいですか。

○中島栄治教育長

どうぞ、はい。

○池頭俊教育委員

勉強不足で申し訳ないけど、再配置者とは何だったかな。

○中島栄治教育長

本年度は初任３年で再配を受け入れた方が４９名いたということです。

○池頭俊教育委員

わかりました。

○中島栄治教育長

受け入れた再配者の数だそうです。これは、出るほうかな、ちょっと待ってくださ
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い。これもう一度私のほうでも確認をしてまたお話をします。

じゃあ、そこまではよろしいでしょうか。

では、報告の資料集をお出しください。

１ページは、文科省から出ております学習指導の円滑な実施と学校における働き方

改革のための指導・運営等の構築ということで出ているのを１枚付けておきました。

時間があるときにこれは見ていただければと思います。国のほうとしても、こういっ

たことには、今、お金をかけているということです。

では、２ページ、３ページを開けてください。

吉本指導課長からありましたのは、学力向上対策で、出してました資料は、6 ペー

ジの県の学力調査に関わる質問紙、勉強の問題ではなくて、こんな問題も聞いて、子

どもたちからアンケートを取っていますということを見ていただいとこうと思いまし

て、資料として付けておきました。ですから、県の学力・学習状況調査には、学力だ

けじゃありません。こういう学習調査の意味合いもあります。同じように、８ページ

は全学調と県学調で全国の意識調査の中と、こういった形で関連させていますという

ことで、７ページ、８ページは、その関連がわかるようにしているところですので、

ただ学力テストをしているだけではなくて、子どもたちの状況の把握もこうやってし

ているということを見ていただければと思います。

それから、これが実際に送付されますので、これを活用した指導を学校のほうでは

取り組みをお願いしたいと思ったところです。

２番目に、学習評価について、１２ページです。大きく変わります点として、次年

度から実施します新学習指導要領は、これまでの４観点だったのが、まず３観点にな

るということです。それから、ここに書いていますとおり、評価する時期や場面を精

選して記録に残す、指導に生かすというような形での評価を先生方に徹底していきた

いと。これまでの評価基準の考えを、具体の評価基準に変えていくということで、学

校でも評価計画を見直すという形になります。以前は、子どもたちの到達度が基準だ

ったんですけど、そうではなくて、こういったことで評価し、こういったものを評価

の資料としますというのを提示していくような形になっているということです。

続いて、３番の教科書の採択状況ですけど、１４ページに載せております。これが

他の市町村との比較になって、どこを取っているかというのがわかるようになってい

ますので、そこの菊池というところを見ていただくとわかると思います。

ですから、山鹿等も異動上は同じになりましたけど、教科書採択については一緒に

は行っておりませんので、菊池と山鹿では教科書が違うところがあります。

続いて、不登校の指導については、１６ページを見てください。

以前説明したんですけど、改めて付けておきました。令和元年１０月２５日に出た

文科省からの不登校児童生徒の支援のあり方についてです。これがどういうことだっ

たかというと、学校復帰を目的としないで行っていることも、出席扱いできますよと

いうことです。さらにですね、後のほうも付けてたんですけど、２７ページを見てい

ただいてよろしいでしょうか。とうとうここまで来たというのが、不登校児童生徒が
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自宅においてＩＣＴ等を活用した学習活動を行った場合の指導要録上の出欠の取り扱

い。これもきちんと把握できれば、できるという方向づけを出してしまっているとこ

ろです。

２９ページに、Ｑ＆Ａを書かれているんですけども、５行目ですね、ＩＣＴ等を活

用した学習活動というのはどういうものかということで例があります。民間業者が提

供するＩＣＴ教材を活用した学習、パソコンで個別学習ができるシステムを活用した

学習、教育支援センター作成のＩＣＴ教材を活用した学習、学校のプリンターや通信

教育を活用した学習、ＩＣＴ機器を活用し、在籍校の授業を自宅に配信して行う学習

（同時双方向型授業配信やオンデマンド型授業の配信）。とうとうこういうことまで

出てきているます。逆にいうと、こういうのを合志市内の小中学校に整備してほしい

という要求が出てくる可能性があるということです。各学校の授業をリアルタイムで

見れるようにできませんか。うちの子はうちで見せますと。いや、これは非常に大き

な判断を今後していかなければいけないとは思うんですけど、本市での方針として

は、今、私も審議員や指導主事、それから係のほうとも言っているのは、あくまでも

個別的にしっかりと対応をしていきたいと。もうみんなに、はい、どうぞこれどれで

もいいですよというようなことをするんではなくて、学校に実際に行けて、授業を受

けて、しっかり勉強できるのが一番ですから、そうできないことに関しては、個別案

件として丁寧に対応しようと。やはりそれしかない、それが適切というような判断

は、教育の私たちの支援のあり方としては、個別対応を基本としたいと今考えている

ところです。ただ、その個別対応の基準を明らかにしなさいということがいずれ出て

くるかもしれませんので、それに対しては、しっかりとした基準をつくっていかなけ

ればならないと考えているところです。

次に移りたいと思います。

児童虐待についてということでありましたけど、これは３２ページのほうに載せて

おりますが、虐待の手引きというものがつくられておりますので、その概要版だけを

載せております。これは昨年の３月に出たものです。日本全国的には、虐待によって

亡くなった子どもがありましたね。対応がどうしても教育委員会や児童相談所が遅れ

たんのではないかということです。今後そういったことが二度と起きないためにとい

うことでの取り扱いの重視のものになります。

そして、続いて城ヶ峰社会教育主事からありましたのは、３３ページに県教育委員

会と県総括コーディネータ、社教による学校訪問のまとめということで、今の管内の

設置状況、合志市においては、すべて国版のコミュニティスクールということで、中

学校区単位で一つの学校運営協議会を設置していることを記しています。これについ

ては、県のほうにも発表しているということでした。どちらかというと地域協働本部

の活動も合志市のやり方を熊本県下に広げたいというようなことで、今後、そういっ

た活動が期待されているようです。

工木社会教育主事からは、くまもとの親の学びプログラムについての説明、それか

ら、笠指導主事については、人権教育の推進についての説明、廣田指導主事について
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は、特別支援教育の推進についての説明、川田指導主事のところで、本年度の管内の

状況で、生徒指導については不登校傾向というのが非常に増えてますので、これにつ

いてのお話で、本資料の３５ページのほうに、これは１２月に実施しました「心のア

ンケート」というものを載せておきました。実施要項がありまして、これで学校のほ

うではいじめの認知に使おうということで行っていますが、ただ、これも実際にいじ

めがあってた時に本人が認めない場合も多いし、それから、人にこれを言うことを嫌

がるという傾向もありますので、今、２学期制の試行のところで私も言っているんで

すが、ちゃんと顔を見て、目を見ていろいろ話を聞かないと、関係づくりからしてお

かないと、このアンケートだけで実態がわかるものではないという認識を学校のほう

には、しっかり持ってもらいたいと。これに出てくるのは本当に氷山の一角ですよ

と、いうような話にはしたいと思っています。

それから、高校入試事務については、二重チェックをお願いしますということで

す。

次に、久米野指導主事からは、インフルエンザ、ノロウィルス関係です。そういっ

た話がありました。

フッ化物洗口の関係者説明に関して、正直なところ実施してないところもあります

ので、啓発をさらに深めたいということのようです。

それから、学校安全関係では、本資料の３８ページのほうに、自然災害に対する学

校防災体制の強化及び実践的な防災教育の推進についてということで、１２月に新た

に出た部分です。これはどういったことかというと、全国的にいろんな自然災害等

が、深刻に現実になってきているところがあります。それに、今の学校が対応できて

いるんだろうかということで、徹底した見直しを図ってほしい。４５ページに、津波

の犠牲になった大川小の遺族の勝訴が確定したということで、きちんとしたその本当

に想定以上のことが例えばあった時にも、確実に学校というのは、それにも対応でき

るようなマニュアルを考えなければならない。甘い認識でつくってもらっていたらも

うだめだということを考えてもらうということでの例です。４６ページにも台風１９

号の被害、社説のことを載せているんですけども、常に、今から先、学校現場という

のはこれに関しては徹底した意識を高めていかないとできないということですので、

委員会のほうも、そういったことが学校でちゃんとできているかどうかのチェックを

していかねばならないと思っているところです。

主なものは、以上です。

その他のところで、これは決まっていることがあります。令和２年度の事業で、熊

本県中学校総合体育大会が７月１８日と１９日、菊池で開催されます。本市では、ヴ

ィーブルを開催場所として話がきているのかな。

○栗木清智生涯学習課長

いくつかきています。
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○中島栄治教育長

確か、ヴィーブルをメインの開会式会場にしたいという話だったかな。

○栗木清智生涯学習課長

知らないです。

○中島栄治教育長

聞いてない。確か、中体連のメインの開会会場をヴィーブルにできないだろうかと

いうことで、今お話がきていますので、これは今後、各課とも話を進めていくことに

なると思います。

以上で、私からの報告は終わりたいと思いますが、含めて御質問等がありましたら

お願いします。

じゃあ、ここで 1 回休憩を入れたいと思います。ちょうど１時間経ちましたので、

４５分から再開したいと思います。

午前１０時３２分 休憩

午前１０時４５分 再開

○中島栄治教育長

それでは、再開したいと思います。

では、議題のほうに移りたいと思います。

議案の第１号、合志市民センター条例施行規則の一部を改正する規則について、係

からお願いします。

○栗木清智生涯学習課長

生涯学習課から議案第１号の規則改定についてです。資料は３ページからになりま

す。

資料は７ページを見てもらったほうがわかりやすいので、７ページを使って説明を

いたします。

右側が改正前、左側が改正後となっております。変わりますところは、この第６条

の右側にあります（４）の公民館や集会所を持たない市内の自治会及び区が、その活

動目的で使用する場合を免除するということがありますが、この項目をなくすという

ことにしております。理由としましては、公民館、集会所を持たない自治会のところ

は今までは無料にしてたんですけれども、片方の意見では、集会所、公民館を持って

いる住民の方たちは、拠出金を出されているんです。年間何万円という費用を出され

て公民館建設とかその改修費に充てるというものを支出しているのに、公民館を持っ

てない人は使用料もなくて、そういう拠出金もなくて不平等ではないですかという片

方の意見もあって、公民館を持っているほうは拠出金も出して使用料も払ってという

ことになるのは不平等ではないですかという議論がありましたので、うちのほうから
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その辺の公平さを保とうということで、使用免除をなくすことにしたところです。

この下の別表につきましては、市民センター条例をこのように改正しましたので、

施設名称の中に現福祉センターのみどり館を市民センター化いたしますので、合志市

栄市民センター「みどり館」という名称で追加をしているところです。

８ページ、９ページになりますけれども、これは申請書とその許可書になります。

これは黒石市民センターですけれども、黒石市民センターは新しく防災拠点センター

として建て替えを行っておりまして、その建て替えによりまして、現在の旧黒石市民

センターのところは体育館だけが残りますので、この体育館もまた後で、次の議案に

出てきますけれども、体育館は体育館条例のほうに載せる形になります。市民センタ

ーの部分だけ新しい場所に移っていきますので、この体育館を除いた部分の新しい申

請書、その許可書になります。

それにあわせまして、１０ページ、１１ページが野々島市民センターの使用許可申

請書と許可書ですけども、これにつきまして変わっている分は、申請書の中に、放送

設備使用という欄がなかったので、この欄を追加して使用許可を出すということにし

ております。

それと、１２ページ、１３ページは、新しく追加しました栄市民センター「みどり

館」の新たな使用申請書と許可書になります。

第１号議案につきましては以上になります。

○中島栄治教育長

それでは、この１号議案につきまして、何か御意見等ありましたらお願いします。

はい、どうぞ。

○池頭俊教育委員

２点質問しますけど、よくわからないのは、みどり館が市民センターになるわけ

で、市民センターになるのは何のためというのが一点目です。

もう１点は、みどり館は今まで、区で集まった時に、飲酒等もできていたんです

よ。これからいうと、管内での飲酒はできないと書いてあるけど、そういうふうに新

たに抑えが入ったんですか。という２点です。

○栗木清智生涯学習課長

まず、市民センターにつきましては、今、福祉センターということでみどり館は位

置づけされていまして、高齢者支援課で所轄しております。あそこはもともと温泉団

地なので、温泉が出てたんですけれども、ボイラー機能が壊れましたので、今、温泉

を使っていない状態でもあります。福祉センターとして使うのはある程度限られた部

分での使用になっておりますので、施設の有効利用を考えて、市民全体に活用しても

らえるような施設の活用方法がいいのではないかということで市民センター化をして

いくということです。あわせて、今、栄地区において、栄コミュニティを形成してお
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ります。今、各区長さんに御協力をいただいて、来年度にはそのコミュニティ形成が

成り立つだろうというところで考えていますので、その栄コミュニティの拠点として

の市民センター化にして、学習の場、文化活動の場にしていただきたいという思いを

込めております。

飲酒につきましては、基本的に市民センターどこでも飲食は禁止というふうに、全

部の市民センターでしていますけれども、場合によっては、そういう活用も必要な場

合がありますので、事前に届けていただければ頑なに飲酒を禁止ということではな

い。逆に、調理室とかもあった場合は、調理室でそういった食事提供とかそういうも

のありますので、そういったところでは柔軟な対応をしていこうと考えています。

○池頭俊教育委員

いや、ここに厳守事項になったので、この文書で謳ってありますよ。そうすると、

栄地区の人たちは今まで区で集まって、あるいは市長さんも来ていただいて、副市長

さんも、議長さんも来られて、そういう新春の集まりを今年も行ったというようなと

こがあるんですね。じゃあもうそんなことができないとはっきり謳ってあるのに、し

ていいのかという話なんです。何かで謳う必要があるだろうとは思うんですけど、厳

守ですからね。

○中島栄治教育長

ここは、一度持ち帰ろうよ。文書にやっぱり謳う以上。

○栗木清智生涯学習課長

厳守しなければいけないということ。

○池頭俊教育委員

だから、当然何でもそうですけど、いろいろお仕事されている時のクレームとかあ

る時の一番はここに書いてあるのに何でするんですかと話だと思うんですよ。できな

いことをしているということでしょう。

○栗木清智生涯学習課長

基本的に市民センターで宴会を認めてないので、まずあり得ないです。例えば、市

長とかが入ってきて、あそこで新年会、忘年会をするということは今活用としてはな

いと思うんです。それをする場合は、多分違う施設を使われてやられているはずで

す。

○池頭俊教育委員

いや、今まであっていましたよ。



- 11 -

○栗木清智生涯学習課長

みどり館で。

○池頭俊教育委員

はい。

○栗木清智生涯学習課長

それは、確認はしておきますけども。

○池頭俊教育委員

じゃあ、こっそりやっていたということですよね。

○栗木清智生涯学習課長

まあそれもあるかもしれませんが。

○池頭俊教育委員

でも、市長さんも来られていますよ。

○栗木清智生涯学習課長

私の認識の中では、栄の人たちの忘年会、新年会をする時はひのくにふれあいセン

ターを使われてたようなイメージがあるので、多分みどり館ではしてなかったのでは

ないかなと思っています。

○池頭俊教育委員

いやいや、今年、本当にあっているって。

○栗木清智生涯学習課長

ただ、今までは高齢者支援課の福祉センターとしての使用だったので、そこまでは

謳ってなかった可能性はあります。今回は市民センターなので、どこでもそれはやっ

てないので、今度は厳守事項に含めたいといううちの思いがある、ほかの市民センタ

ーとあわせてですね、あそこもしないという方向性にしているのかもしれません。そ

こまで私が認識不足でしたので、確認しておきます。

○池頭俊教育委員

だから、多分それ以前の区長さん等からすると、そういうことになったのかという

ところで、多分いろいろ出てくると思いますよ。
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○栗木清智生涯学習課長

今でも、区長さんたちからいろいろ出てきているのは出てきています。ただ市民セ

ンター化にするにあたって、今までどおりの使い方で不具合が出るということはあま

り好ましくないんですけれども、ほかの市民センターと同じ取り扱いをするというの

は守っていかなければいけない部分ありますので、そこら辺は御遠慮いただく可能性

も十分考えられます。

○中島栄治教育長

しっかりそこはもうこれを通す方向でいくからね。

○栗木清智生涯学習課長

そうですね、そこは区長さんたちとの話し合いもちゃんとしていった上でです。

○池頭俊教育委員

うん、だから話をしていただいて、了解をしてもらわないとですね。

○栗木清智生涯学習課長

この飲酒の部分については、私も理解してなかったので、確認しておきます。

○中島栄治教育長

そうですね。それはまた、確認をした上で、この形で通していきたいということ

で。

○栗木清智生涯学習課長

そうですね、はい。

○中島栄治教育長

御理解いただければと思います。

はい、続けて、２号議案の体育館条例施行規則の一部を改正する規則についてとい

うことでお願いします。

○栗木清智生涯学習課長

続いて、資料は１６ページからになりまして体育館条例になります。同様に１８ペ

ージからを見てもらったほうがわかりやすいのでこの新旧対照表で説明したいと思い

ます。ここは、先ほど御説明しましたとおり、黒石市民センターの建て替えをしてお

りまして、体育館だけは現状で残します。市民センター部分を取り壊して、今の新し

い防災拠点センターのほうに移転するということにしていますので、改正後の中に黒

石体育館として載せるという部分になります。
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それに伴って使用許可申請書、許可書が変わることになりますので、これは２０ペ

ージに黒石体育館を追加するという形になります。

体育館条例規則については以上になります。

○中島栄治教育長

はい。このことについてはよろしいでしょうか。

はい。では、提案のとおりということでお願いしたいと思います。

では、議案第３号、２学期制の試行についてお願いします。

○松岡隆恭教育審議員

それでは、失礼いたします。２学期制の試行につきましては、これまでも複数回御

説明等を行ってまいりましたけども、前回、試行について議会等にも説明をしていく

ということでお話をしていたと思いますが、最初の教育長の動静の中でもありまし

た、１２月２７日に議員への説明を経て、１月２０日に議会全員協議会において２学

期制の試行を進めたいということで、その旨の説明をしたところです。

資料の第３号議案の２３ページをお開けいただきますと、そこに前回お示しました

２学期制に関するアンケートを実施しました結果を保護者に返していくということ

で、前回、御指摘があった部分を修正したものを示しております。具体的に申し上げ

ますと、２３ページの表題の下では書いております、挨拶を書いた５行目、一番最後

のところ、前回、準備を行っていく、何の準備かはっきりわからないということで、

２学期制試行というものをここに出したというところが１点です。

それから、２４ページのほうは、Ｑ５のアンサー部分の一番最後ですけども、前回

は秋休みの云々については検討中というように書いておりましたけども、今回、秋休

み５日間ということをここでは明記をしております。

それから、その下のＱ６の表の下の文書があります。それの一番最後ですけども、

２学期制の現状について書いた部分と、それから、アンケートの結果について書いて

います。この部分は教職員のアンケートの肯定的意見がどれだけかというのをパーセ

ントで、今回９５.５％という数字を入れております。

以上のようなところを修正をかけたところになります。

それから、その次の２５ページにありますのは、２学期制試行に入る場合の年間の

カレンダーです。これはあくまで参考資料として見ていただければと思います。

２学期制の試行というところで、本会議で決定していただければこの２３、２４ペ

ージのアンケートを保護者へ学校を通じて配布することで、次年度から２学期制に入

っていきますということを明確にお伝えするとともに、アンケートのお礼とあわせ

て、アンケートに出されておりました疑問や不安についてＱ＆Ａの形でお返しをする

ということで理解を深めていきたいという狙いをもっているところです。

２学期制の試行につきましては、このような形で進めたいと考えておりますので、

ぜひ本日の会議で試行についての決定というような形をいただければと思っておりま
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すので、この示しました資料を含めて、御意見等いただいた上で、可決いただければ

と思っております。

以上です。

○中島栄治教育長

はい。それでは、提案のほうですが、こういった形で保護者に対しての周知も今後

して、さらには、カレンダーとしても具体的な日程を示したところで、試行をしたい

ということでの提案になりますが、御承認いただけますでしょうか。

何か御意見はありませんか。

○池頭俊教育委員

いいですか。

カレンダーの部分ですが、秋季休業じゃなくて、これは秋季休業日と書くべきだと

いうのと、秋季休業日は３日ですか。５日ではないんですか。少なくとも２４ページ

には秋休みは５日間と書いてあるわけで、こっち側の秋季休業日は３日間と言った

ら、土日を抜かして書くということは普通ありえないんですね。夏季休業日でも土日

挟んで何日から何日と書いてあるわけだから、これは５日と書くべきなのかなと思い

ます。

それから、基本的にはいいと思うんですけど、学年末の休業日を変更しなければな

らないのかなとか、今回ここをどうして変えるかということについての、いわゆる管

理規則等も変わっていくわけですけど、２学期制になったらこれも変わるのかと思わ

れたら、ちょっとそれは全然違うとこの話かなと思うんですけど。

以上です。

○松岡隆恭教育審議員

最初、御指摘いただきました秋季休業日の表記と、それから日数については、あり

がとうございます。そのとおりだと思いますので修正いたします。

学年末休業日につきましては、今回、この５日以内というところを６日というふう

にもっていっているのにつきましては、校長会議等の意見をもとに、学年末のあり方

について御意見をいただいた中で、そういう形がぜひ望ましいということで御意見を

いただいて、このような形にしていってるという経緯になります。一応、今回のその

学年末につきましては、この時点で確定として出すというものではありませんので、

あくまで１枚前のこのアンケートの結果についての部分を試行決定ということで出し

ていくということで、カレンダーの件につきましては、あくまで（案）という形で最

終的にこれが決定というところまではまだ現時点では至ってないということです。

○中島栄治教育長

予定ではいつ決定しますか。
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○松岡隆恭教育審議員

試行が決定した後に。

○中島栄治教育長

後にする。

○松岡隆恭教育審議員

はい。というふうに手順としては考えているところです。

○池頭俊教育委員

このカレンダー（案）というのを保護者には出すか出さないか知りませんけど、少

なくとも学校には出すわけでしょう。

○松岡隆恭教育審議員

はい。ここで例えば、２学期の試行というのが決定しましたということになって、

このアンケート結果の部分を出すことができれば、このカレンダーも当然学校のほう

には出ていくことにはなります。

○池頭俊教育委員

はい。そうすると、修了式、卒業式というのがここで入ってくるわけだから、これ

で全部カレンダー組むわけですから、急に１日増えましたとかいって、そうするとど

うなんだろうと思うんですね。だから、ここの１日を管理規則まで変えて早くしてい

るというところが、この前の２学期制もそうですけど、校長会の要望だからそう動く

というのは、それは違うと思うんです。校長会はあくまでも要望する一つの考えの部

分であって、委員会がどう決めるかっていうことだと思うんですよ。

その今の働き方改革の中では、例えば、夏休みを少し削ってでもこうやったら１週

間のうち６時間授業というのは２回で済みましたというような事例でも文科省から出

ている分についてはあるんですね。じゃあ、これだけ授業実数をもっと短くしまし

た。だったら１日はやっぱり６時間授業をみっちり入れます。で、先生方の働き方は

改善しなくて、結局、労基法等にも引っかかってきますとなると、それは逆光してい

るような気がするんです。だから、計算するとできるというところはわからないでは

ないんですが、今のところ、ほかの部分についてはあまり動きはないんですが、ここ

に関する理由付けというのは非常に弱いと思います。

○中島栄治教育長

そうですね。これは、２学期制の試行と管理規則の変更ということは分けていきま

しょうか。学校のほうにとりあえず示す２学期制の試行に関しては、管理規則を変え
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ないでできる部分で出しましょう。そして、それ以降、管理規則を変更して取り組む

ということであれば、それはまた一段階踏んでから進めるということでいこうと思い

ますが、担当のほうにはそういった対応はできますか。

○角田賢治指導主事

はい。今、おっしゃっていただいた池頭委員から話があったとおりだと思いますの

で、２学期制と修了式の期日の分については分けて考えるべきだったと思います。２

学期制、３学期制の検討をするときに、このカレンダーは学校現場にも示して検討を

していただいています。その際には、既にこの最後の学年末休業日の部分についても

同じ期日で検討をしておりましたので、３学期の場合も６日間というところを前提で

話を進めたところが、スタートがおかしくなったということで、２学期制は別の議論

ということです。

○中島栄治教育長

ですから、この２３、２４ページの分に関してはもう試行ということで、カレンダ

ーに関しては、２０１日というのは一緒なわけでしょう。

○角田賢治指導主事

はい。日数的には３学期制も２学期制というのも、１日だけ３学期のほうがカレン

ダー上変わりますが、その３学期の終わりの部分については、２学期制も３学期制も

同じ期日で検討をしていただいたというところになります。今年度が２０３日でいっ

ておりまして、その前が２０６日でしたので、これらは１０連休の影響で２０３日と

いう形にはなったんですが、昨年度末に文科省のほうからの通知で授業実数を過度に

確保、災害等を考慮して確保し過ぎているというのが調査上あがって、これは働き方

改革での調査の中であがってきた数値だったんですが、そこについての検討した上で

授業日数というのは各学校のほうでもう一度見直しを図っていただいたところです。

その上でこの２０１日というのは妥当なところで検討を始めたということになりま

す。

○池頭俊教育委員

標準的な時数というのがありますよね。それにある程度縛られている部分で学校が

いっぱいいっぱいで大変さはわかるんですが、単純に見て来年度は秋休みというの

が、これでいうと土日も含めて５日あって、実はそこにスポーツの日がある祝日が入

っているんです。ところが、スポーツの日は７月に動いている。簡単に言うと、月、

火、水という３日、１日プラスαを出しといて、しかも３学期にまたプラス１日休み

をやっているとなると２日間カットになっているんですよね。それで子どもたちの学

力がつくのかって言われたときに、２学期制はそんなにたくさん休みがいっぱい取れ

るのかというところに走るような気がするんですよ。だから、本来的に２学期制はメ
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リットがあります。特に教育長が言っている相談活動をどうするかという部分など、

だから全国の事例を見ると家庭訪問を止めて三者面談を７月ぐらいにすることによっ

て、それを変えていって、授業も変えるとかいう事例もこの前の熊本県市町村教育委

員大会の研修の中にはあるんですね。そういうふうにしてできるだけ先生方の負担を

うまく交わしながら、どうにかして働き方を変えるかという部分と、もう１日減らし

たというんだったら、なかなか説明がつきづらいと思っているんです。今一番大事な

のは何かと言ったら、２学期制をするとこういうメリットがあって、学力について

も、先生方の負担についても、あるいは不登校傾向の子どもたちについても、何らか

アクションを起こすことによって減らすこともできますよというところで、ぜひそう

いうことならやろうと、やって成果を挙げて、一つ合志の教育というのをつくり上げ

ようとしている中に、ここだけもう１日休みがありますというのは、説明から言うと

非常に納得する材料としてはもっと違ったものを出してもらわないと納得しがたい。

○角田賢治指導主事

おっしゃるとおりで、この学期末の部分については、本来別の議論の部分になって

いるというのはそのとおりだと思います。今回、そこを同時にやってしまいましたの

で、議論が混在してしまっていると思います。

もう１点、池頭委員がおっしゃった、秋休みの件については、前回の教育委員会議

で提示をしていた保護者説明では、次年度については秋休みは検討しますという文言

になっていましたので、本日も今御意見をいただきましたので、ぜひ検討をこの場で

いただければと思っているんですけど、教育長や事務局と相談した時には、今ありま

したように、来年の単年度だけスポーツの日が動いておりますので、本来は平常日の

２日が来年度だけ３日になっておりますので、ここを通常でいけば２日に戻すという

ことも当然、次年度単年度はあり得ると。これは、試行ですので来年度は管理規則を

変えませんが、管理規則上もそこについて、本来変えた時にはあわなくなってくる。

そうなってくると、次年度については２日間というのもあり得るというのは、今、学

校のほうには事前に説明し、計画を立てていただく段階では、話をしているところで

す。その分で１日プラスになる。この秋休みの分が１日減って、１日プラスになると

いうお話はしております。そうなると、先ほど申しました、３学期制、２学期制の場

合の授業日数というは、基本的には同じになるということで、本年度、この１日少な

いのは、この秋休みの分という捉え方になってくるということになります。

○中島栄治教育長

ということは、こっちのカレンダーのほうは、先ほど言いました学校管理規則の変

更というのは、あくまでも試行の部分のも含めてだから、最終的には変える必要があ

るのかな。
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○角田賢治指導主事

はい。

○中島栄治教育長

来年度、無理のない提案をするとすれば、学年末休業日を５日以内のままでカレン

ダーを出すということは必要でしょうね。じゃあそこは５日以内のところで教育カレ

ンダーは学校に出すということにしておきたいと思います。

はい。

○池頭俊教育委員

だから２学期制を完全実施した時には、こうやってできるからということで、学年

末ももう１日、６日以内という形で管理規則を変えますよと言ったら通るんですよ。

今回、こうやってすると言葉は悪いけど、どさくさにまぎれてもう一つ付け加えたか

なとうことになるんです。それで成果も上がっていなくて、どういうことなのかと、

さっきの話ではないけど、結局、教育長が金沢市のことをもう少し何で勉強しなかっ

たのかなというところになるとちょっとおかしくなるかな。

○中島栄治教育長

それじゃあ、そちらのほうの変更で試行は承認いただけたということで。

はい、どうぞ。

○塚本小百合教育委員

秋休みの日数が３日ということで、先ほど、こちらには５日間ですと書いてあるの

でおかしいでしょうということがあったんですが、その学年末休業日を考えると、土

日は入ってませんよね。入ってなくて６日になっているので、そこちょっとおかしく

なってきてしまう。秋季休業日を５日にすると土日が入るので、またそれはおかしい

ので、こちらの回答に、翌日、翌々日２日間を加えた５日間ですになっているんです

けど。

○角田賢治指導主事

よろしいでしょうか。この資料の作り方がまずくて混乱をさせてしまい申し訳ござ

いません。ここに秋季休業日３日と書いてます。先ほど訂正があったので５日です

が、本来の管理規則上でいいますと、これは他市町の例になりますが、こういう記載

になります。「１０月の第２月曜日（体育の日）の前の週の土曜日から１０月の第２

月曜日（体育の日）の翌々日まで」というような書き方、そこには何日間という規定

の書き方は管理規則上していません。もしくは、１０月の第２月曜日の翌日及び翌々

日と、つまりは２日間、平日の２日間と、結果的にはトータルで５日間という読みを

するというような管理規則上の書き方になりますので、管理規則上は、最後のこの学
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年末休業日何日以内というのと違う記載の方法になると思います。

○中島栄治教育長

あくまでこのカレンダーとして、学校の説明のために使っているので、その管理規

則等の記述とは別ということです。今回は、来年度からのは試行ですので、その管理

規則もまだ手をつけないということですので、御理解いただければと思います。

○塚本小百合教育委員

ここに管理規則と書いてあったものですから。

○中島栄治教育長

そうですね、ここに書いてある。

○角田賢治指導主事

これは書き方が非常に混乱を招いた部分があると思います。ありがとうございま

す。

○池頭俊教育委員

確かに、その学年末休業日の取り方というのは、今、塚本委員がおっしゃったよう

な部分の混乱を招いているわけで、５日以内というのは、いわゆる課業日の５日以内

という捉え方というふうに書いてあって、そういうふうにしているけど、じゃあ土日

挟んだらここからいうところではないかと言われるのは御指摘のとおりだと思いま

す。だから、ここについてはもう一度きちんと書いて出し直すという方向で調整した

方がいいのではないな。

○中島栄治教育長

今回のことでは、管理規則は扱わないわけだから僕はあえて載せなくていいと思い

ます。

はい。では、御承認いただいたということで、３号議案は進めたいと思います。

では、４号議案についてお願いします。

はい、どうぞ。

○右田純司学校教育課長

それでは、４号議案の合志楓の森小学校・中学校学校給食施設の運営に関する基本

方針の修正案につきまして御説明します。

この方針におきましては、昨年１１月の教育委員会議におきまして議決していただ

きました基本方針の修正案となります。資料は事前にお配りしておきました、この基

本方針と、本日お配りしておりますＡ４、１枚の修正前の資料となります。
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なお、今回の修正案につきましては、新設校の運営方針と既存施設の運営体制と自

校式施設の将来について、大きな基本方針の修正ではございません。

それでは、修正部分の説明をいたします。

事前にお配りしておりました資料の１７分の４ページをお開きください。修正前の

資料と比較をしますと、修正箇所が２点ございます。まず、１点目が上文にあるスケ

ジュール表です。矢印についてですけれども、修正前は、例えば、中期の②既存施設

の給食運営体制のところで説明しますと、関係者協議を令和２年から３年、検証・方

針決定、運営準備を令和４年から５年と、運営を令和６年度からというふうに別々に

記載しておりました。こういう記載になると年度に縛られたスケジュールと見えます

ので、今回の修正後は、年度に縛られることがないように１本にまとめた記載に変更

しております。

検証という部分が新設校の検証ということも付け加えております。それに関連しま

して、そのページの下のほうにあります、②既存施設の給食運営体制と③自校方式施

設の将来の説明の文言も同時に修正しております。

２点目になります。課題についてですけれども、修正前は、短期、中期、長期と記

載しておりましたが、中期の既存施設の給食運営体制と長期の自校方式施設の将来に

つきましては、同時期に検討しますので、短期、中期、長期の記載を削除しておりま

す。同様に、この基本方針中にも短期、中期、長期と記載がありますので、そちらも

削除しております。

今回の資料で修正がございます。１４ページの一番上の行です、申し訳ございませ

ん。この「中期的課題については」というふうに記載しておりますけれども、この中

期的は、削除をお願いします。

もう一つ、１６ページの下から３行目、この「長期的課題については」ということ

になり、これも同様に、この長期的ということを削除していただきたいと思います。

この基本方針の６ページの中ごろに、本年度の給食調理員の不足を記載しておりま

すけれども、これはその資料の訂正ではないんですけれども、現状の説明を少しさせ

ていただきますと、年度当初が１３名の不足になっておりました。そこから、応募が

あって採用をしてきておりました。現在が７名の欠員でございます。来月にもう一名

辞めるという話がありますので、そこを含めますと８名の欠員の予定となっておりま

す。御存知のように、１２月に学校回覧、広報等、ホームページ、ハローワーク等で

募集をしておりました結果、８名の応募があっております。今週に８名全員面接をし

ております。中には、４月からしか勤務できないという方もおりますので、今のとこ

ろの見通しでいきますと、今、８名不足の予定で、今回８名採用することになると思

いますので、年度当初では調理員不足の解消はできる見込みと、今のところなってお

ります。

説明は以上です。
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○中島栄治教育長

はい。議案のほうは、運営に関する基本方針についての変更ですので、私も協議の

中に入っておりましたが、もしこの長期的なことで、本当に建設というようなことが

なったら、決まりました。はい、２年で建設できるかというと、もっと前のことか

ら、その建設も含めた上で協議をしたりとか、考えたりとかしなければいけないとい

うことで、そこは段階的にというような、意識では段階ですけども、やることはやは

りなだらかに、できるならもう少し前のほうから準備をするという意味で区切らずに

取り組みを始めるということですので、御理解いただければと思います。

何か御意見はありませんでしょうか。

はい。議案どおり可決でお願いしたいと思います。

では、続いて、報告事項のほうに移りたいと思います。

小中学校の卒業式についてお願いします。

○右田純司学校教育課長

それでは資料の２６ページをお開きください。

教育委員の皆様は、卒業式・入学式の日にちが出ておりますので、大体御存知かと

思うんですけれども、本年度の卒業式の日程を載せております。小学校が３月２４日

になります。それと中学校が３月１３日です。また事前に学校から案内は届くと思い

ます。

それと、その下の来賓欄に、祝辞と書いてあります。ここが、例年、市長部局のほ

うで部長以上の職員が割り振られて出席になります。現在、まだ決まっておりません

ので、こちらは空欄にしております。

その下の告辞は、こちらに委員さんの名前が入っております。この告辞で、中学校

になると教育委員さんは２人になりますけれども、一番上に書かれている方が告辞を

していただく方となります。

その下は教育委員会職員の割り振りを付けております。

それと、２７、２８ページに小学校、中学校の告辞の（案）を載せております。も

し、この内容で修正とかがあれば、本日、いただきたいと思います。後日、もしお気

づきの点があれば、２月中までに連絡いただければと思います。

以上です。

○中島栄治教育長

はい。またお忙しい中、申し訳ありませんが、小学校、中学校のほうぜひ御出席を

お願いしたいと思います。

○池頭俊教育委員

いつまでいいのかな。
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○齋藤正典総務施設班主幹

２月の教育委員会議ぐらいまでに教えていただければ助かります。

○池頭俊教育委員

はい。感想から言えば、何か非常に硬くて、重くて、いくつもあるんですが、例え

ば、小学校では新入生として登校を始められたとき、どれほど心配されたでしょう

と、事実ですけど、教育委員会が学校に入ることを心配していいのかなという感じは

します。本当は保護者としてはそうですけど、何かそんなことだったり、中学校の天

皇陛下が代わられてということは、もう周知されている部分もあるけど、あまりこれ

を出さなくてもいいのかなと、ぼくは個人的には思います。

○中島栄治教育長

そういった御意見のほうは、まとめて出していただければ、修正等も十分に検討し

て入れたいと思います。

では、次に、２月の行事予定についてお願いします。

○松岡隆恭教育審議員

失礼いたします。資料２９ページを御覧ください。

合志市行事関係から申し上げます。

２月 １日 人権フォーラム２０２０ｉｎ合志市。

２月 ５日 教育論文２回目の審査会。

２月 ７日 合志市地域学校協働活動に関する研修会。

２月１２日と１３日 教育長期末面談。

２月１３日 市校長会議。いじめ・不登校対策委員会。

２月１７日 初任者研修の実践報告会。教育論文の表彰式

２月１８日 市の教務主任会議。

２月２０日 市の幼保小中連携協議会。

２月２１日 生徒指導連絡会全体会、学警連の協議会。

２月２５日 市議会の定例会、本会議開会。教頭会議。教育委員会議。

２月２６日から２８日 市議会一般質問。

２月２７日 市特別支援教育連携協議会。

２月２８日 市小中一貫教育推進日。

県関係は、ここにあるとおりです。省略いたします。

教育事務所関係です。

２月 ３日 行事調整委員会。

２月１０日 教育長・校長の合同会議。

２月２１日 第３回教育長・校長異動ヒアリング。

次の関係団体のところです。
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２月１４日 管内特別支援教育研究会の卒業生を送る会。

２月１５日 ひのくに高等支援学校愛生祭。

２月２７日 郡市教頭会講演会。

２月２８日 教科等研総会。

一番右の学校行事につきましては、そこにありますように、小中学校それぞれに授

業参観が組まれているということになります。

２月の行事につきましては以上です。

○中島栄治教育長

はい。何か御質問ありませんか。よろしいでしょうか。

続いて、教育委員会議の日は２５日の１５時からということですけれども、よろし

いでしょうか。

では、予定としては、２５日の１５時からで入れたいと思います。

○松岡隆恭教育審議員

ありがとうございました。

○中島栄治教育長

それでは、続いて、不登校児童生徒のフリースクール等への通所の取り扱いについ

てお願いします。

○松岡隆恭教育審議員

失礼いたします。資料は３０ページからとなります。文科省のほうからの通知につ

いても教育長のほうから先ほど御説明いただいた部分に関連しておりますけども、い

わゆる、民間施設、フリースクール等に通っている児童生徒の出席等の扱いにつきま

して示したものです。これまでお渡ししておりました部分に加えて、今日１枚もので

赤い文字が入ったものがあると思いますけども、これをさらに加える形で御提案とし

たいと思います。

教育委員会の対応がどのような対応をするかということで、その点御説明したいと

思いますが、赤い文字のところになります。

教育委員会は、児童生徒の通所する民間施設について、文科省が作成しております

民間施設のガイドラインに沿っているかどうかを判断するということで、もともと書

いておりましたけども、それに加えまして、①、②というような形で具体的な動きを

そこに示しております。学校長から、児童生徒、保護者も当然ですけども、含めて、

民間施設への通所を希望する意志というのが確実であるという報告を受けた場合に、

その当該の民間施設、いわゆるフリースクール等ですけども、そちらに連絡を取りま

して、学校と民間施設が連携を取りながら不登校児童生徒への指導や支援を進めてい

きたいという、そのような連絡をまず入れて、連携を可能にしていくように努めてま
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いります。

そして、②番にありますけども、その施設については、施設見学及び授業等の参観

をすることについて依頼を行いますと同時に、その施設が児童生徒を受け入れる場合

には、学校への情報提供についての協力依頼もします。これは具体的には、月ごとの

出席状況、学習状況、そのほか、児童生徒の施設内での様子等についての情報を定期

的にいただくとことを依頼をしていくというものです。

このような形で、委員会としては、民間施設とのやりとりをして、学校との橋渡し

をしていくということで考えております。

今回、これまで御提示したものに加えて、今の部分をさらに加えたものにしていき

たいということで御提案申し上げたいと思います。

後は、ＩＣＴ活用の部分につきましても教育長からありましたけども、資料提示が

ありましたが、基本的には、個別の対応というものを重視していくということで、そ

ういう依頼があった場合には、まとめてどうではなく、このフリースクールそのもの

もそうですけども、個別にきちんと対応しながら必要があるならば出席扱い等を含め

て適切な対応を進めていくということで考えております。

私のほうからは以上です。

○中島栄治教育長

取り組み（案）の訂正をこういった形で出したいということですが、よろしいでし

ょうか。

はい、これを入れた形で、各学校には通知をしていきたいと思います。

○池頭俊教育委員

一つだけいいですか。

○中島栄治教育長

はい、どうぞ。

○池頭俊教育委員

学校長は校長にすべきよ。今度出された文書もそうだし、こっち側の③もその言葉

があるから。

○中島栄治教育長

本当だ、また学校長になっている。すべて校長に訂正します。

○松岡隆恭教育審議員

ありがとうございました。
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○中島栄治教育長

では、その他のほうでいきたいと思います。

生徒指導についてお願いします。

○澤田みほ指導主事

失礼いたします。資料の３６ページを御覧ください。

１２月末時点での市内の不登校児童生徒数の御報告をいたします。長期欠席の児童

生徒数は、１１月が１２８人であったのに対し、１３８人という報告です。その内、

不登校の児童生徒数は前回の７１人から７８人という結果になっています。この７８

人の内訳が右下の表の中にあるところです。全欠の数につきましては、中学校に１４

人ということになっています。

学校からの報告では、学校内の職員だけが関わるという形ではなく、教育委員会も

含めたところで専門機関、それから、病院関係にも連携をとっていきながら対応を図

っているという状況が引き続き行われています。その結果、１２月末でこのような数

の報告があがっておりました。３０日以上ではなく、１０日以上３０日未満の欠席者

数の数としましては、先ほど教育長からの報告にもありましたけれども、１１月末で

は１６０名でしたけれども、１２月になり２０７名という形で増加をしているという

ことが言えます。ただし、この増加につきましては、理由は病欠もすべて含めたとこ

ろで、欠席の日数が３０日未満の児童生徒数ということでの報告になりますので、不

登校の傾向と言いましても、病欠、その他の理由も全部含まれているところでの数と

御理解ください。内訳は、小学生が１２８名、中学生が７９名ということでした。

それから、いじめの認知件数です。資料の中にもありましたが、心のアンケートの

結果が各学校の報告があがっております。いじめのアンケートを行い、学校がいじめ

と認識したケースがあがってきておりますので、今回の報告では、新規が２２件、累

計で２８件といういじめの件数があがっております。内訳は、小学校が６件、中学校

が２２件ということでした。いじめの心のアンケートの報告につきましては、現在、

報告が完成しているところですので、次回の教育委員会議でも報告ができればと思っ

ております。

以上です。

○中島栄治教育長

はい。このいじめに関しては、おそらくそれまでに認知されてたのも１２月には再

計で入っている可能性もあるのかな。それは除いてるのかな。

○澤田みほ指導主事

あくまで心のアンケートで出た数です。
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○中島栄治教育長

そのままということですね。だから、学校の方は今のところ誰かを特定できている

ということで理解していいかな。

○澤田みほ指導主事

はい。それから、この心のアンケートの話になりますけれども、登校できずに未実

施であるという児童生徒の数もあがっていますので、なぜ未実施なのか、再度、３月

末に未実施だった児童生徒への聞き取りはできたのかということも報告を求めていき

ますので、すべての子どもへの聞き取りが可能になるように、学校は努めることにな

ります。

○中島栄治教育長

その未実施等については、次回、人数、状況などの報告をできたら係のほうからし

ていただければと思います。

よろしいでしょうか。

○池頭俊教育委員

一ついいですか。

○中島栄治教育長

はい。

○池頭俊教育委員

心のアンケートを取ったから増えているんですね。

○澤田みほ指導主事

はい。心のアンケートで子どもたちが、それまでの学校が実施していた調査ではあ

げなかったけれども、今回あげたという数があがってきていますけれども、その内、

学校がいじめ事案と認知したケースがこちらの定例報告であがっているということで

す。

○池頭俊教育委員

それについて、どうお考えですか。

○澤田みほ指導主事

今回、あがってきたというところですか。
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○池頭俊教育委員

はい。昨年もそうですけど、１０名ぐらい増えているわけですね。今回は２０名ぐ

らい増えているんでしょうけど。

○澤田みほ指導主事

そうですね。

○池頭俊教育委員

何を言いたいかというと、学校が常日頃やっているのにはなかなか書けないんだけ

ど、こうやって大々的にやるとあがってくるという、このこと自体は別に否定するわ

けでも何でもなくって、ちゃんとあがってきているからいいなと思っているんですけ

ど、なぜ、常日頃上がってこないのかな。ということは、今まで学校でやっているの

ではそのアンケートというのがうまくいってないのかなと感じもするんですけど、そ

こら辺の分析はどうされていますか。

○澤田みほ指導主事

そこは、学校自体もその普段の調査ではあがらないでこれであがってくるというこ

とのその理由というのも学校も考えなくてはいけないところと思うんですけれども、

実施する時の教師の働きかけ、学級全体でどのように取り組んでこの調査を行うかと

いうところの先生方の共通認識であったり、普段、実施している、アンケートを実施

する際の共通認識をもってやっているかとか、その実施の仕方については、やはり１

回見直しをしていただく必要があると思います。そのなぜこれで出てくるのかという

ところは、しっかり学校から聞き取りも必要ではないかと感じているところです。

○中島栄治教育長

はい。正直に、私の見解では、もっと積極的に認知しなければいけないのかなとい

うことを学校に徹底したい。日頃の認知が、足りてないのかなと私は思います。もっ

と子どもたちの様子、保護者やいろんなところからの情報をもとに、学校に積極的な

認知を事前にしておいて、１２月の心のアンケートにも、それまで出ていたことがそ

こに出てくるというのがコミュニケーションではないですけど、いろんな情報が滞っ

てなかったということになりますので、そこについては、私はそういうふうな指導を

していきたいと思います。

○池頭俊教育委員

はい。

○中島栄治教育長

では、次に、質問紙調査の結果についてということでお願いします。
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○澤田みほ指導主事

失礼いたします。お手元に今年度実施いたしました、令和元年度の県学力・学習状

況調査の教師の質問紙調査結果（合志市）についてご説明いたします。

今年度、教師がつくる県学力調査から業者が作った県学力調査に変更しておりまし

て、中身としましては、学力テスト、学力調査と児童生徒に向けた質問紙調査、それ

から、教師に向けた質問紙調査ということで、これまでの県学力調査のやり方とは中

身は変わっていないんですけれども、調査の中身、項目とか、具体的な質問等があっ

ていまして、その結果が出ております。今週の頭に学力調査結果もあわせて合志市の

結果としてまいりましたので、今、それの結果と教師の質問紙及び指導生徒の質問紙

調査の結果を分析している段階ですので、来月のこの会議においては、両方あわせた

ところで御報告ができるようにしたいと考えております。

本日は、教師の質問紙調査結果の分析のみお伝えしたいと思います。

まず、見方について御説明します。教師に対する質問紙調査の項目は１７項目あり

ました。表の見方について、まず１番、授業等で関わる児童生徒は、熱意をもって勉

強していると思いますかという質問紙項目の横に、４、３、２、１とありますのは、

４がそう思う、１はそう思わないという４段階評価で求めているものです。回答数、

上の右にいきますが、回答数、回答率（小）とありますのは、合志市内の小学校の回

答数です。その内の回答率が何％だったかというのを示しています。その横の回答

数、回答率（中）といいますのが、中学校の分の回答数とその割合ということになり

ます。小学校と中学校を足して、令和元年度の回答数及び回答率というのがその隣の

数値となっております。昨年度も県学力調査、質問紙調査がありましたので、昨年度

と比較をしようと考えまして、一番右に平成３０年度と書いてあるものです。ただ空

欄のところがありますのは、昨年度の県学調で学校長が県学調の質問紙の回答をして

いる項目がありますので、そこは学校数が合志市は１０校ですので、１０分の幾つと

いうことになります。母数が違いますので、空欄のところは比較が難しいと考えまし

たので入れていない部分があります。

それから、質問の７、８、９、１０につきましては、今年度の質問紙項目で新たに

入っていた部分で、前回は入っていないというふうに見ていただきたいと思います。

４と３のところは色を付けております。

それから、２のところで気になる数値のところにはまた枠の中に色を付けていると

ころです。

すべてを御説明することはできませんけれども、２枚目、裏面の成果と課題のとこ

ろを御覧いただきたいと思います。

成果としましては、質問の３番、小中ほぼすべての教師は授業等で一人一人の可能

性を見つけ、それを高めようと意識をもって取り組んでいるという割合が非常に高か

ったということが言えます。

質問の４、学習規律の維持を徹底するよう心掛けて取り組んでいる割合が約９７％

という結果でした。そのように、成果が表れている質問もあります。
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逆に、課題としましては、質問の６と５の結果から、家庭学習を与えていないと回

答した割合、昨年度のデータと比較すると数値的には減少をしております。昨年度、

あまり与えていないと回答した割合は４２.６％でした。ただ、この４２.６％という

のは、質問の中に、文言の中に、調べたり、文書を書いたりする宿題を与えているか

という質問があってのあまりという回答が４２.６％という結果でして、今年度の質

問の文言の中にはその部分が入っておりません。いないところで小中あわせて１６.

５％という結果になっております。

質問の１０からは、総合的な学習における課題の設定、まとめ・表現に至る過程を

意識した指導というのができていないと言えるのではないかというふうに考えていま

す。

質問の１５では、ほぼ１００％の先生が質問の３で、一人一人の可能性を評価して

いると回答しているんですけれども、個に応じた指導の充実については、できている

と回答した割合は少し下がって約８５％という実態でした。個に応じた指導の充実を

図るために、さらに工夫をしていく必要があるのではと考えます。

最後に、質問の１６と１７番の結果からですが、学力調査の結果分析というものが

授業に活かされず、指導方法の工夫改善ができていないという結果でした。調査結果

を学校全体で分析するというのは、毎年学校でしていただいているところです。これ

は今後もやっていく必要はあるんですけれども、実際にやった後、日々の授業に取り

入れるということがなければ、分析の効果もないというふうに考えますので、その分

析の活用の仕方について、それぞれのお一人お一人の先生方が学級の子どもたちの具

体の姿で指導の効果が確認できるように、具体的に活用方法について検討し、全員で

やっていくということが今後お願いしていくべきところだと考えています。

本日は、教師の質問紙調査の結果の御報告をいたしました。これと次回が学力調査

の結果とあわせて、さらに御報告をしていきたいと思います。すみません、時間がか

かりまして申し訳ありませんでした。

○中島栄治教育長

では、最初の報告ということで、これは経年変化というのと、次回までには、他の

市町村のデータはもらえないのかな。気になることが何とかいうのは、県全体のでは

出るかな。

○澤田みほ指導主事

この質問表でですか。

○中島栄治教育長

質問表で、県全体との比較も入れるね。
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○澤田みほ指導主事

はい、入れられると思います。

○中島栄治教育長

はい。県の全体との比較、本市の特徴がそこに出てくれば、何か重点的なことを取

り組まねばならなくなるかもしれませんので、それも含めて次回また改めて御説明を

申し上げたいと思います。よろしいでしょうか。

○池頭俊教育委員

最後に、教師の働き方改革について、教育委員会として、来年度に向けて何かきち

んと打ち出せるものがあったらもう少し進めてほしいなと思います。例えば、学校閉

庁であったり、留守番電話の時間設定であったり、部活動等の指針であったり、小学

校の部活もそうなんでしょうけど、そこら辺の社会体育への移行のどうのこうのも含

めてですね、もう少し踏み込んだ形でのこんな手立てをうちます。合志市は非常に働

きやすいところですよというようなものがアピールできたらいいなと。そして、子ど

もたちに学力をきちんとつけられる、こんな先生方がおられますというところに行く

のが一番いいのかなと思うので、全体で話し合い等されて踏み込んでいただくと有り

難いかなと思います。

○中島栄治教育長

はい。それについては、私も校長会に具体的に諮問をして、校長会の中から回答を

得るとか、校長会が中心となって先生方から、アイデアを取るとかいうような取り組

みには少し着手したいなと思ってたところですので、考えていきたいと思います。

○坂本夏実教育委員

すみまんせん、その他のところで。

○中島栄治教育長

はい、どうぞ。

○坂本夏実教育委員

可能な限りのお願いになるんですが、先ほど開会の時に、教育長のほうからも新型

コロナウィルスについて、本市においても、例えば、３０日に保護者さんがお一人と

か。これからどんどんこういう気を付けていかなければいけないことがあるというお

話がありましたが、昨日などは、近隣のドラッグストア及びハンズマンに足を運んだ

ところ、過剰な報道によって、大事なことなんですが東京でマスクが売り切れている

ということで、近隣は、昨日の時点で全てマスクが売り切れております。お店の方に

２、３お尋ねしたところ、皆さん、こぞって一昨日ぐらいからまとめて買いに来られ
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ているという現状がありまして、お店によっては３つ限りというか、その過剰なとこ

ろになっておりまして、そういうところから、以前、本市でも水俣病では子どもがサ

ッカーのことでいろんな不適切な発言がありましたが、今回もその学校等でこういう

新型ウィルスに対して決して過剰に恐れるのでなくというようなところを何かの折に

お話を、先生方のほうから、家庭もそうですけど、していっていただけたら、後で罹

患した御家庭や子どもさんが出た時に、何か不適切な言葉が出たりする、事前に学校

としてもこういう指導はしておりましたよというところもあったならいいと思いまし

た。

○中島栄治教育長

病気に関しての余談と偏見もそうですし、感染に関しての正しい対応や知識、理解

と対応そういったことについては、学校のほうに周到をしていきたいと思います。

はい、ありがとうございます。

ほかにはありませんでしょうか。

それでは、長時間になりましたがこれで閉会したいと思います。御起立をお願いし

ます。

以上をもちまして、令和元年度第１３回教育委員会議を閉会したいと思います。

お疲れさまでした。

午後０時０２分 閉会


